
三戸町障がい者活躍推進計画

機関名 三戸町、三戸中央病院、三戸町議会、三戸町監査委員、三戸町選挙

管理委員会、三戸町農業委員会、三戸町教育委員会

任命権者 三戸町長、三戸町議会議長、三戸町代表監査委員、三戸町選挙管理

委員会委員長、三戸町農業委員会会長、三戸町教育委員会

計画期間 令和２年４月１日から令和７年３月３１日（５年間）

三戸町における ○【三戸町、三戸中央病院、三戸町教育委員会】

障がい者雇用に 三戸町、三戸中央病院、三戸町教育委員会で合算した令和元年度

関する課題 の障がい者の実雇用率は、法定雇用率を下回っています。障がい者

に限定した職員の募集を毎年継続して実施しておりますが、採用に

は至っておりません。

令和３年４月には、地方自治体の法定雇用率は２．６％に引き上

げとなる予定です。

そのため、計画期間の終期までに法定雇用率の達成を目指し、障

がい者に限定した職員の募集を今後も継続して実施していくととも

に、全ての職員が働きやすい職場環境の整備に取り組み、障がい者

である職員が活躍できるよう、支援体制の充実化を図ってまいりま

す。

○【三戸町議会、三戸町監査委員、三戸町選挙管理委員会、三戸

町農業委員会】

職員数が少ない任命権者の機関であり、また、三戸町が採用した

職員の出向者又は兼務辞令による職員により構成されていることか

ら、三戸町と合算して障がい者雇用率を算定しています。なお、当

該任命権者の機関には、障がい者は在籍しておりません。

目標

①採用に関する ○【三戸町、三戸中央病院、三戸町教育委員会】

目標 令和２年度から、中央保育所の廃止による職員の減、三戸中央病

院の機構改革、並びに会計年度任用職員制度の導入などに伴い、下

表のとおりとなる予定です。



項目 現状（R2.4予定） 目標

障がい者 ２．１５％ ２．６０％

雇用率 （Ｒ２．４月予定） 325人× 2.60％
7人／ 325人＝ 2.15 ＝ 8.45人

８．４５人－７人＝１．４５人→２人

（目標）

計画期間内に新たに障がい者２人の採用を目指します。

（評価方法）

毎年の任免に関する状況の通報により把握し、進捗管理を行うも

のとします。

②定着に関する 不本意な離職者を極力生じさせないことを目標とします。

目標 （評価方法）

毎年の任免に関する状況の通報により定着状況を把握し、進捗管

理を行うものとします。

取組内容

①障がい者の活 ○障がい者雇用対策推進者として、総務課長を選任します。

躍を推進する ○障がい者である職員の相談窓口を設定し、対象者に周知します。

体制の整備 ○全ての職員が、障がいに対する理解を深め、職場全体で支援する

体制づくりに努めます。

②障がい者の活 ○新規の障がい者の採用に向けて、負担なく遂行できる職務の選定

躍の基本とな 並びに創出について検討します。

る職務の選定 ○現に勤務する障がい者が、障がいの進行により従来の業務進行が

・創出 困難となった場合は、負担なく遂行できる職務の選定並びに創出

について検討します。

○人事評価の機会を捉え、障がい者と業務の適切なマッチングがで

きているかの点検を行い、必要に応じて検討を行います。

③障がい者の活 ○相談窓口への相談のほか、人事評価面談の機会に、障がい者であ

躍を推進する る職員に対しては、必要な配慮等の有無を把握することとし、そ

ための環境整 の結果を踏まえて検討を行い、継続的に必要な措置を講じます。

備・人事管理 ○措置を講ずるにあたっては、障がい者からの要望を踏まえつつ、

可能な範囲内において適切に実施します。

○障がい者に限定した職員の募集を、継続して実施していきます。

○募集・採用にあたっては、以下のような取扱いを行わないことと



します。

・特定の障がい者を排除し、又は特定の障がいに限定すること

・「就労支援機関に所属・登録しており、雇用期間中支援が受け

られること」といった条件を設定すること

・特定の就労支援機関からのみの受入を実施すること

④その他 ○国等による障がい者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関

する法律に基づく障がい者就労施設等への発注を通じて、障がい

者の活躍の場の拡大を推進します。

○同様に、町内の地域活動支援センター等が生産・加工・製作した

物品の販売等についても、支援していきます。


